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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においてセル内又はセル間干渉を起こすことが予期される信号に関
する情報を含む１つ又は複数のパラメータを前記ＵＥにおいて受信することと、
　前記セル内又はセル間干渉を抑制するために、前記ＵＥにおいて受信した信号を前記１
つ又は複数のパラメータを用いて処理することと、
　広帯域ベースでシグナリングされる第１のセットのパラメータを前記ＵＥにおいて受信
することであって、前記第１のセットのパラメータがアサインされた周波数リソースにお
ける全ての物理リソースブロック（ＰＲＢ）に適用可能である、前記受信することと、
　狭帯域ベースでシグナリングされる第２のセットのパラメータを受信することであって
、前記第２のセットのパラメータが前記ＵＥのアサインされた周波数リソースにおける各
ＰＲＢペア又は各プリコーディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に適用可能であ
る、前記受信することと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においてセル内又はセル間干渉を起こすことが予期される信号に関
する情報を含む１つ又は複数のパラメータを前記ＵＥにおいて受信することであって、前
記１つ又は複数のパラメータが、近隣の干渉セルの復調基準信号（ＤＭＲＳ）のための疑
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似乱数発生器のための初期化シードとして用いられる前記近隣の干渉セルの仮想セルＩＤ
を識別し、干渉信号のシステムフレーム数（ＳＦＮ）を識別し、ソース信号の前記ＳＦＮ
と前記干渉信号とが整合されない、前記受信することと、
　前記セル内又はセル間干渉を抑制するために、前記ＵＥにおいて受信した信号を前記１
つ又は複数のパラメータを用いて処理することと、
　を含む、方法。
【請求項３】
　方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）においてセル内又はセル間干渉を起こすことが予期される信号に関
する情報を含む１つ又は複数のパラメータを前記ＵＥにおいて受信することであって、前
記１つ又は複数のパラメータが、近隣の干渉セルの復調基準信号（ＤＭＲＳ）のための疑
似乱数発生器のための初期化シードとして用いられる前記近隣の干渉セルの仮想セルＩＤ
を識別し、干渉信号のシステムフレーム数（ＳＦＮ）を識別し、ソース信号の前記ＳＦＮ
と前記干渉信号とが整合されない、前記受信することを含み、
　前記パラメータが無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを用いて受信される、方法
。
【請求項４】
　ユーザ機器（ＵＥ）デバイスであって、
　セル内又はセル間干渉を起こすことが予期される信号に関する情報を含む１つ又は複数
の干渉パラメータを受信するように構成されるプロセッサ回路であって、前記１つ又は複
数のパラメータが、近隣の干渉セルの復調基準信号（ＤＭＲＳ）のための疑似乱数発生器
のための初期化シードとして用いられる前記近隣の干渉セルの仮想セルＩＤを識別し、干
渉信号のシステムフレーム数（ＳＦＮ）を識別し、ソース信号の前記ＳＦＮと前記干渉信
号とが整合されない、前記プロセッサ回路を含み、
　前記干渉パラメータが無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングにより受信される、デ
バイス。
【請求項５】
　プロセッサ回路を含む基地局であって、
　前記プロセッサ回路が、
　前記基地局又は近隣の基地局により生成され、ユーザ機器により受信される干渉信号に
関連付けられる干渉パラメータを識別し、
　前記干渉パラメータを前記ユーザ機器に送信し、
　アサインされた周波数リソースにおける全ての物理リソースブロック（ＰＲＢ）に適用
可能である第１のセットのパラメータを広帯域ベースで前記ユーザ機器にシグナリングし
、
　前記ユーザ機器のアサインされた周波数リソースにおける各ＰＲＢペア又は各プリコー
ディングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に適用可能である第２のセットのパラメー
タを狭帯域ベースで前記ユーザ機器にシグナリングする、
　ように構成される、基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、概してワイヤレス通信に関し、特にワイヤレス電話通信に関連する。
【背景技術】
【０００２】
　一例において、セルラーワイヤレスネットワークは複数の基地局を含み、このネットワ
ークにおいて、各基地局が、そのカバレッジエリアにおけるモバイルユーザに送信（ダウ
ンリンク）し、そのカバレッジエリアにおけるモバイルユーザから受信（アップリンク）
する。ダウンリンクにおいて、各ユーザは、そのサービング（serving）基地局（又はサ
ービングセル）からデータを受信する。近隣の基地局からの信号が、セル間干渉を強いる
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場合がある。特定のセルラーワイヤレスネットワークにおける全ての基地局が同じスペク
トルで動作するため、干渉が、セルラー通信に対する主な障害であると考えられている。
これは、低電力で小さなフォームファクタの基地局（小型セル）の配備に起因して基地局
密度が急激に増大し続けるにつれて、より一層問題となってくる。従って、同一チャネル
（co-channel）干渉を緩和することが、セルラーネットワークにおける継続的なデータレ
ート及びスペクトル効率改善のためにますます重要な要素となっている。
【発明の概要】
【０００３】
　記載される例において、セルラー通信ネットワークが、どの基地局がどのＵＥと通信す
るかを認識しており、セルラー通信ネットワークは、一つの基地局とＵＥとのペア間の通
信が、同じセル又は異なるセルにある別のＵＥと干渉し得ると判定し得る。このネットワ
ークは、干渉を起こし得る近隣セルにおける通信を基地局に通知し得る。代替として、基
地局は、その基地局のセル内のＵＥへの通信が干渉を起こし得ると判定し得る。
【０００４】
　基地局は、或るＵＥにより受信され得る干渉信号に関連付けられる干渉パラメータを識
別する。こういった干渉信号は、他のＵＥとの通信など、基地局自体により、又は近隣の
基地局により生成され得る。基地局は干渉パラメータをＵＥに送信する。一つ又は複数の
パラメータは、ユーザ機器に影響し得る多数の干渉信号を識別する。干渉パラメータは、
ＲＲＣシグナリングによるなど、準静的に構成されてもよく、又は、ネットワーク又は基
地局により動的に構成されてもよい。
【０００５】
　基地局はプロセッサ回路を含み得、プロセッサ回路は、複数の干渉源の各々が存在する
か否かを示すビットマップを生成し、その後ビットマップをユーザ機器に送信する。
【０００６】
　他の実施例において、基地局は、広帯域ベースでパラメータの第１のセットをＵＥにシ
グナリングし得、狭帯域ベースでパラメータの第２のセットをＵＥにシグナリングし得る
。例えば、パラメータの第１のセットは、アサインされた周波数リソースにおける全ての
ＰＲＢに適用可能であり得、パラメータの第２のセットは、ＵＥのアサインされた周波数
リソースにおける各ＰＲＢペア又は各ＰＲＧに適用可能であり得る。
【０００７】
　例えば、干渉パラメータは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）アンテナポート、ＤＭＲＳアン
テナポートスクランブリングシーケンス初期化識別数（ｎＳＣＩＤ）、干渉信号の電力レ
ベル、干渉信号の伝送ランク、干渉信号の変調順、干渉信号のコードレート、干渉信号の
無線ネットワーク一時的識別子（ＲＮＴＩ）、近隣の干渉セルのセルＩＤ、及び干渉信号
のシステムフレーム数（ＳＦＮ）、のうちの一つ又は複数を識別し得る。
【０００８】
　ＵＥは、セル内又はセル間干渉を起こすことが予期される信号に関する情報を含む、一
つ又は複数のパラメータを受信する。ＵＥは、セル内又はセル間干渉を抑制するため、こ
の一つ又は複数のパラメータを用いて受信信号を処理する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】セルラーネットワークにおけるセル間干渉の斜視図である。
【００１０】
【図２】セルラーネットワークにおけるセル内干渉の斜視図である。
【００１１】
【図３】基地局におけるＬＴＥダウンリンクの物理的チャネル処理の概要のブロック図で
ある。
【００１２】
【図４】一実施例に従って、あり得るセル内及びセル間干渉信号をユーザ機器に通知する
ためのプロセスのフローチャートである。
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【００１３】
【図５】図１又は図２のネットワークなどのネットワークシステムにおいて動作する、モ
バイルユーザ機器及び基地局の内部の詳細ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図１は、セルラーネットワークにおけるセル間干渉を示す。セル間干渉が起こるとき、
干渉は、近隣セルにおける他のユーザに送信している近隣の基地局から生じる。典型的な
セルラーネットワークは、異なる基地局間の調整を有さないため、セル間干渉は、モバイ
ルユーザにはランダムな無線信号として見える。
【００１５】
　システム１００は、３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システムなどの
セルラーネットワークである。ＬＴＥ　ｅＮｏｄｅＢなどの基地局１０１が、セル１０３
においてユーザ機器（ＵＥ）１０２及び他のデバイス（図１には図示せず）を受け持つ（
serve）。基地局１０４が、セル１０６においてＵＥ１０５及び他のデバイス（図１には
図示せず）を受け持つ。ＵＥ１０２は、基地局１０１からダウンリンク通信１０７を受信
し、ＵＥ１０５は、基地局１０４からダウンリンク通信１０８を受信する。残念なことに
、これらのダウンリンク伝送は近隣のセルにも到達する。従って、ＵＥ１０２は、基地局
１０１からの意図されるダウンリンク通信１０７と、近隣の基地局１０４からの不要な通
信１０８との両方を受信する。同様に、ＵＥ１０５は、基地局１０４からの意図されるダ
ウンリンク通信１０８と、近隣の基地局１０１からの不要な通信１１０との両方を受信す
る。これらの不要な通信信号は、ＵＥ１０２、１０５においてセル間干渉を起こす。
【００１６】
　図２は、セルラーネットワークにおけるセル内干渉を示す。セル内干渉は、一つのサー
ビング基地局が、同じセルにおける一つ又は複数の同時にスケジュールされる（co-sched
uled）ユーザに送信するとき生じる。例えば、ＬＴＥにおけるマルチユーザ多入力及び多
出力（ＭＵ‐ＭＩＭＯ）が、リリース８～１１を通じてトランスペアレント設計原理に従
い、この原理では、ＵＥは、同じセルにおける如何なる同時にスケジュールされるユーザ
の存在又は属性について何ら情報をもたない。従って、ＵＥは、それが単一ユーザＭＩＭ
Ｏ（ＳＵ‐ＭＩＭＯ）モードでスケジュールされているか、或いはＭＵ－ＭＩＭＯモード
で別のユーザとペアにされているかを認識していない。
【００１７】
　基地局２０１が、セル２０４においてＵＥ２０２及びＵＥ２０３両方を受け持つ。ダウ
ンリンク伝送２０５がＵＥ２０２に対し意図され、ダウンリンク伝送２０６がＵＥ２０３
に対し意図される。しかし、ＵＥ２０２は、セル２０４においてＵＥ２０３又は幾つかの
他のデバイスに対して意図される伝送２０７も受信し得る。伝送２０７は、ＵＥ２０２に
対してセル内干渉を起こす。同様に、セル２０４におけるＵＥ２０２又は幾つかの他のデ
バイスに対して意図される伝送２０８が、ＵＥ２０３に対してセル内干渉を起こす。
【００１８】
　近年、一層良好なＭＩＭＯデコード性能を達成するためにモバイルハンドセット製造業
者及びチップセットベンダーによって、アドバンストＭＩＭＯレシーバが次第に実装され
てきている。アドバンストＭＩＭＯレシーバは、それ自体の信号をデコードすることに加
え、ダウンリンク信号対雑音比（ＳＮＲ）及びデータスループットを著しく改善し得る力
まかせ探索（brute-force search）を通じて、セル内／セル間干渉を盲目的に抑制／デコ
ードし得る。これは実現可能であり規格化サポートを必要としないが、ＵＥレシーバ設計
における最近の改善にも関わらず、ＵＥ複雑性、電力消費、及びチップセットサイズの点
で未だに非常に困難である。代替として、ネットワークが干渉属性をＵＥにシグナリング
し得る場合、ＵＥは、一層良好な干渉相殺及び抑制を達成するために適度に低いＵＥ複雑
性でこのような情報を利用し得る。干渉属性のこのような付加的なダウンリンクシグナリ
ングは、セルラーネットワークにおける新たなダウンリンク制御シグナリングとなり得る
。
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【００１９】
　これらの問題を、ネットワークによりシグナリングされるべきダウンリンク干渉に関す
るあり得る情報、ネットワークによるこのような情報シグナリングの方法、及びこのよう
なシグナリングされた干渉情報を受け取り用いるためのモバイルレシーバのメカニズム、
に対する提案と共に、本明細書において説明する。
【００２０】
　図３は、基地局におけるＬＴＥダウンリンクの物理的チャネル処理の概要を示す。コー
ドワード３０１が、スクランブリング３０２及び変調マッピング３０３を受ける。層マッ
パ３０４が層３０５をつくり、層３０５は、プリコードされ３０６、その後リソース要素
にマッピングされる３０７。その後、ＯＦＤＭ信号が、生成され３０８、アサインされた
アンテナポート３０９を介して送信される。
【００２１】
　従来のワイヤレスシステムにおいて、ＵＥが、物理ダウンリンク共用チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ）でＵＥに対して意図される信号など、それ自体の信号のみをデコードする。ＭＩＭ
Ｏレシーバは線形又は非線形として分類され得る。線形ＭＩＭＯレシーバでは、層間干渉
を取り除くため、受信した信号ベクトル（Ｎｒ×１）に等化マトリックス（Ｒ×Ｎｒ）が
適用され、ここで、Ｒはデータ層の数であり、Ｎｒは受信アンテナの数である。その後、
層毎の復調及びデコードが実施される（デスクランブリング、デインターリービング、デ
モジュレーション、及びデコーディングなど）。一般的な線形ＭＩＭＯレシーバには、ゼ
ロフォーシングレシーバ、線形ＭＭＳＥレシーバ、及び干渉除去合成を備えた線形ＭＭＳ
Ｅレシーバが含まれる。
【００２２】
　非線形ＭＩＭＯレシーバでは、複数層のデコード及び復調は、独立しておらず、互いに
関与する。
【００２３】
　最尤推定（ＭＬ）レシーバでは、デコーダは、最良Ｎｒ×１　ＱＡＭ記号ベクトルのた
めにＲ層の全てのあり得る直交振幅変調（ＱＡＭ）コンステレーション組み合わせを網羅
的に検索する。ＭＬデコーダは、記号誤り率の点で最適であるが、Ｒで指数的に増大する
複雑性を有する。
【００２４】
　レシーバが、第１の層をデコードし、第１の層を再構築し、残存信号から結果的の干渉
を減じ、その後、第２の層をデコードするようを進む、連続的干渉相殺レシーバも可能で
ある。ソフト及びハード両方の干渉相殺が可能である。ソフト干渉相殺を用いる場合、一
つのシナリオにおいて、チャネルデコーディングなしに第１の層のソフトＱＡＭコンステ
レーションを推定することにより、層間干渉が構築される。代替として、トランスポート
ブロックがデコードされ得、干渉を再構築するためにソフト情報及びパリティビットが用
いられ得る。ハード干渉相殺を用いる場合、オリジナルのトランスポートブロック（ＴＢ
）を生成するために第１の層がチャネルデコードされ、ここで、残存信号から減じられた
層間干渉を生成するため、第１の層の情報ビットが、再符号化され、再変調され、再スク
ランブルされる。
【００２５】
　アドバンスト干渉相殺／抑制レシーバでは、ターゲットＵＥがそれ自体の信号（ソース
信号）及び他のユーザのために意図される信号（干渉信号）をデコードすることを除き、
ＳＵ‐ＭＩＭＯの場合と同様のアルゴリズムが適用され得る。従って、ＵＥレシーバオペ
レーションを促進するため、同時にスケジュールされるユーザの存在及び／又は属性に関
する情報が必要とされ、これはネットワークによりシグナリングされ得る。以降のセクシ
ョンでは、干渉相殺及び／又は抑制のためネットワークによりシグナリングされ得る情報
について述べる。
【００２６】
　一実施例において、ネットワークは、これ以降に述べるパラメータのサブセットなど、
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干渉信号に関連する一つ又は複数のパラメータを送り得る。ＵＥが、セル内及び／又はセ
ル間干渉相殺及び／又は抑制のために、これらのパラメータにより表される情報を利用し
得る。
【００２７】
　ネットワークは、干渉信号が送信されるとＵＥが推定し得る、復調基準信号（ＤＭＲＳ
）アンテナポートを識別し得る。例えば、ターゲットＵＥがアンテナポート７でＰＤＳＣ
Ｈを受信するとき、ネットワークは、干渉信号がアンテナポート８で別のＵＥに送信され
ていることをＵＥにシグナリングし得る。それに従って、ＵＥは、受信した信号を干渉を
最小化するように処理し得る。
【００２８】
　干渉信号の各ＤＭＲＳアンテナポートでは、スクランブリングシーケンス初期化識別数
（ｎＳＣＩＤ）がターゲットＵＥにシグナリングされる。ｎＳＣＩＤは、干渉信号のＤＭ
ＲＳポートのスクランブリングシーケンスを生成するためにターゲットＵＥにより用いら
れる。
【００２９】
　ネットワークは、干渉信号の電力レベルをＵＥにシグナリングし得る。シグナリングさ
れた電力レベルは、干渉信号のＤＭＲＳアンテナポートの電力及び／又は干渉信号のＰＤ
ＳＣＨの電力であり得る。干渉信号電力レベルは、絶対電力（ｄＢｍなど）の形式で、又
は基準電力に対する相対電力比として、のいずれかでシグナリングされ得る。例えば、タ
ーゲットＵＥのＰＤＳＣＨがデフォルト基準電力として用いられる場合、ネットワークは
、ターゲットＵＥに、ターゲットＵＥのＰＤＳＣＨ電力に対する干渉信号のＰＤＳＣＨ電
力の比をシグナリングし得る。ターゲットＵＥは、チャネル推定、ＰＤＳＣＨデコーディ
ング、及び干渉相殺及び抑制、のための適切なレシーバ重み付けを引き出すためにこのよ
うな情報を用い得る。
【００３０】
　ネットワークは、干渉信号の伝送ランク（ＰＤＳＣＨ層の数など）をシグナリングし得
る。ＰＤＳＣＨ層の数は、ＤＭＲＳベースの伝送におけるＤＭＲＳアンテナポートの数と
同等である。ネットワークがこのシグナリングを提供する一つの理由は、ＤＭＲＳパター
ン、オーバーヘッド、ＰＤＳＣＨマッピングパターン、及びＰＤＳＣＨ電力が、伝送ラン
クの関数であるという事実に起因する。
【００３１】
　ランク１／２ＰＤＳＣＨ伝送では、ＤＭＲＳオーバーヘッドは１２リソース要素（ＲＥ
）／物理リソースブロック（ＰＲＢ）である。ランク３／４ＰＤＳＣＨ伝送では、ＤＭＲ
Ｓオーバーヘッドは２４ＲＥ／ＰＲＢである。ＰＤＳＣＨはＤＭＲＳ辺りでレートマッチ
ングされるため、ＰＤＳＣＨマッピングパターンは、ランク１／２及びランク３／４に対
してでも異なり得る。ランク１／２では、各アンテナポートでのＰＤＳＣＨの電力は、対
応するＤＭＲＳアンテナポートの電力と同等である。ランク３／４では、各アンテナポー
トでのＰＤＳＣＨの電力は、対応するＤＭＲＳアンテナポートの電力（の５０％など）よ
り３ｄＢ低い。
【００３２】
　従って、干渉ＰＤＳＣＨ信号のランクをシグナリングすることにより、ネットワークは
、ターゲットＵＥに、干渉信号のＤＭＲＳ及びＰＤＳＣＨの伝送特性を正確に解釈させる
ことができる。代替として、チャネルランクをシグナリングする代わりに、ネットワーク
は、１ビットを用いて、ＤＭＲＳオーバーヘッド（１２ＲＥ／ＰＲＢ又は２４ＲＥ／ＰＲ
Ｂ）又はＰＤＳＣＨマッピングパターンをシグナリングし得る。
【００３３】
　ネットワークは、干渉信号の変調順（４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、１６ＱＡＭ、及び
６４ＱＡＭなど）をシグナリングし得る。この情報は、どのＵＥがチャネルデコーディン
グを実施することなく干渉信号の記号レベルＱＡＭをデコードし得るかに基づいて、ソフ
ト干渉相殺を用いるＵＥにより用いられ得る。
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【００３４】
　干渉信号のコードレートは、どのＵＥがチャネルデコーディングを介して干渉信号のト
ランスポートブロックをデコードし得るかに基づいて、ハード干渉相殺を用いるＵＥによ
り用いられ得る。ＬＴＥシステムは現在、コードレートの明示的シグナリングをサポート
していない。その代わりに、ネットワークは、トランスポートブロックサイズ又は変調／
符号化方式（ＭＣＳ）に対するインデックスをシグナリングし得る。周波数アサイメント
サイズと組み合わさると、ＵＥは、コードレートを解釈し得る。同様にネットワークアシ
スト干渉相殺及び抑制（ＮＡＩＣＳ）では、ネットワークは、トランスポートブロックサ
イズ又はＵＥに対する干渉信号のＭＣＳに対するインデックスをシグナリングし得る。例
えば、干渉信号のトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）を得るため、干渉信号及びソ
ースＰＤＳＣＨ信号が同じ周波数割り当てを有する（干渉及びターゲットＰＤＳＣＨが、
ＰＲＢの同じセットに割り当てられるなど）とＵＥが推定し得る。
【００３５】
　ネットワークは、関連する干渉信号の無線ネットワーク一時的識別子（ＲＮＴＩ）に対
応するｎＲＮＴＩを提供し得る。ｎＲＮＴＩは、干渉信号がターゲットとする干渉ＵＥの
ＵＥ‐ＩＤである。干渉信号のｎＲＮＴＩは、干渉ＰＤＳＣＨ信号のためのスクランブリ
ングシーケンスを再生するために必要とされ、また、ターゲットＵＥが、ハード干渉相殺
を実施する前に干渉信号トランスポートブロックをデコードしたい場合にも必要とされる
。ｎＲＮＴＩは、バーチャルＵＥ‐ＩＤの形式などでシグナリングされ得る。
【００３６】
　ネットワークは、干渉が近隣の基地局の伝送から生じる（セル間干渉）場合、干渉セル
のセルＩＤをシグナリングし得る。この情報は、干渉ＰＤＳＣＨ信号のスクランブリング
シーケンスを再生するために必要とされる。干渉セルのセルＩＤは、明示的にシグナリン
グされてもよく、又はバーチャルセルＩＤの形式でシグナリングされてもよく、干渉ＤＭ
ＲＳ信号のスクランブリングシーケンスを生成するためにＵＥによって用いられる。
【００３７】
　ソース信号及び干渉信号のシステムフレーム数（ＳＦＮ）が整合されない場合、ネット
ワークは、干渉信号のＳＦＮ値をターゲットＵＥにシグナリングし得る。干渉セルのＳＦ
Ｎ値は、干渉信号のスクランブリングシーケンスを生成するために必要とされる。
【００３８】
　ターゲットＵＥは複数の干渉信号を受信し得る。例えば、ＵＥが、一つの近隣セルから
の強いセル間干渉信号と、ＭＵ‐ＭＩＭＯと同時にスケジュールされるユーザに送信して
いる同じサービングセルから生じるセル内干渉信号とを受信し得る。別の例では、単一セ
ルＭＵ‐ＭＩＭＯが、同じセルにおける同じサブフレームにおいて４ユーザを同時にスケ
ジュールし得、この場合、３つのセル内干渉信号がＵＥに存在する。従って、ネットワー
クは、ＵＥが予期し得る干渉信号の数をシグナリングし得る。
【００３９】
　代替として、ネットワークはビットシーケンスをシグナリングし得、ここで、各ビット
が、あり得る干渉源の存在を示す（例えば、０が干渉が存在しないことを示し、１が干渉
が存在することを示す、など）。ビットマップの長さ（固定であるか又は無線リソース制
御（ＲＲＣ）シグナリングされるかに関わらず）は、典型的なセルラー配備においてＵＥ
が予期し得る干渉信号の数に依存し得、一方で、ネットワークシグナリングのオーバーヘ
ッドを説明する。ビットマップの長さがＲＲＣシグナリングされる場合、ネットワークは
、ＵＥが予期すべき干渉信号の数をＵＥに示し得る。例えば、マクロ基地局のみを備えた
典型的な同種（homogeneous）配備シナリオにおいて、支配的干渉信号が数個のみ存在し
得、そのためビットマップは一層短い長さを有し得る。低電力で小さなセル基地局を多く
備えた過密な都会配備シナリオでは、ＵＥが多数の干渉信号を受信し得るため、ビットマ
ップは一層長い長さを有し得る。上記で定義した干渉パラメータ又はそれらのサブセット
は、各あり得る干渉信号に対して独立的にシグナリングされ得る。
【００４０】
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　一実施例において、前述の干渉パラメータは、広帯域ベースでシグナリングされ得、こ
こで、ＵＥは、シグナリングされたパラメータがそのＵＥのアサインされた周波数リソー
スにおける全てのＰＲＢに適用すると推定し得る。代替として、これらのパラメータは、
ターゲットＵＥのアサインされた周波数リソースにおける各ＰＲＢペア又は各プリコーデ
ィングリソースブロックグループ（ＰＲＧ）に対してなど、狭帯域ベースでシグナリング
され得る。幾つかのパラメータが広帯域ベースでシグナリングされ得、一方、他のパラメ
ータが狭帯域ベースでシグナリングされる。例えば、干渉信号のセルＩＤ及びＳＦＮが広
帯域ベースでシグナリングされ得、一方、干渉のｎＲＮＴＩ、ＤＭＲＳポート、ｎＳＣＩ

Ｄが狭帯域ベースでシグナリングされる。
【００４１】
　干渉パラメータは、ＲＲＣシグナリングにより準静的に構成され得、又は（ダウンリン
ク（ＤＬ）グラント（grant）においてなど）動的シグナリングを介してＵＥに提供され
得る。例えば、干渉信号のセルＩＤ及びＳＦＮは、ＲＲＣシグナリングにより構成され得
、比較的長時間の間一定のままであり得る。これは、セル間干渉を生成する近隣セルが頻
繁に変わらない可能性があるためである。これに対し、干渉信号のｎＲＮＴＩ、ＤＭＲＳ
ポート、ＤＭＲＳスクランブリングは、サブフレーム毎に変わり得、動的にシグナリング
され得る。
【００４２】
　ＰＤＳＣＨレートマッチングは、ＵＥ固有であり、ＲＲＣ構成されるＵＥ固有信号（Ｃ
ＳＩ‐ＲＳ、又はゼロ電力ＣＳＩ‐ＲＳなど）に依存する。一実施例において、ＵＥは、
ソースシグナリングされたものと同じ方式で干渉信号がレートマッチングされると推定し
得る。別の実施例において、ＵＥは、干渉信号の実際のＰＤＳＣＨマッピング／レートマ
ッチングパターンでシグナリングされ得る。しかし、これは著しいシグナリングオーバー
ヘッドを起こし得、好ましくない。
【００４３】
　図４は、一実施例に従って、あり得るセル内及びセル間干渉信号をＵＥに通知するため
のプロセスを示す。セルラー通信ネットワークは、どの基地局がどのＵＥと通信している
かを認識しており、一つの基地局とＵＥとのペア間の通信が、同じセル又は異なるセルに
ある別のＵＥと干渉し得ると判定し得る。ネットワークは、干渉を起こし得る近隣セルに
おける通信を基地局に通知し得る。代替として、基地局は、その基地局のセル内のＵＥへ
の通信が干渉を起こし得ると判定し得る。
【００４４】
　ステップ４０１において、基地局は、ＵＥにより受信され得る干渉信号に関連付けられ
る干渉パラメータを識別する。干渉信号は、他のＵＥとの通信など、その基地局自体によ
り、又は近隣の基地局により、生成され得る。ステップ４０２において、基地局は干渉パ
ラメータをＵＥに送信する。一つ又は複数のパラメータは、ユーザ機器に影響し得る多数
の干渉信号を識別する。干渉パラメータは、ＲＲＣシグナリングによるなど、準静的に構
成され得、又は、ネットワーク又は基地局により動的に構成され得る。
【００４５】
　基地局はプロセッサ回路を含み得、プロセッサ回路は、複数の干渉源の各々が存在する
か否かを示すビットマップを生成し、そのビットマップをユーザ機器に送信する。
【００４６】
　他の実施例において、基地局は、パラメータの第１のセットを広帯域ベースでＵＥへシ
グナリングし得、パラメータの第２のセットを狭帯域ベースでＵＥへシグナリングし得る
。例えば、パラメータの第１のセットは、アサインされた周波数リソースにおける全ての
ＰＲＢに適用可能であり得、パラメータの第２のセットは、ＵＥのアサインされた周波数
リソースにおける各ＰＲＢペア又は各ＰＲＧに適用可能である。
【００４７】
　例えば、干渉パラメータは、復調基準信号（ＤＭＲＳ）アンテナポート、ＤＭＲＳアン
テナポートスクランブリングシーケンス初期化識別数（ｎＳＣＩＤ）、干渉信号の電力レ
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ベル、干渉信号の伝送ランク、干渉信号の変調順、干渉信号のコードレート、干渉信号の
無線ネットワーク一時的識別子（ＲＮＴＩ）、近隣の干渉セルのセルＩＤ、及び干渉信号
のシステムフレーム数（ＳＦＮ）、の一つ又は複数を識別し得る。
【００４８】
　ステップ４０３において、ＵＥは、セル内又はセル間干渉を起こすことが予期される信
号に関する情報を含む一つ又は複数のパラメータを受信する。ステップ４０４において、
ＵＥは、セル内又はセル間干渉を抑制するため、受信した信号をこの一つ又は複数のパラ
メータを用いて処理する。
【００４９】
　図５は、図１又は図２のネットワークなどのネットワークシステムにおいて動作する、
モバイルＵＥ５０１、及びｅＮＢなどの基地局５０２の内部詳細を示す。モバイルＵＥ５
０１は、サーバー、デスクトップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、携帯電話、
ＰＤＡ（personal digital assistant）、スマートフォン、又はその他の電子デバイスな
ど、種々のデバイスの任意のものを表し得る。幾つかの実施例において、電子的モバイル
ＵＥ５０１は、ＬＴＥ又はＥ－ＵＴＲＡ（Evolved Universal Terrestrial Radio Access
）プロトコルに基づいてｅＮＢ５０２と通信する。代替として、現在既知の又は今後開発
される、別の通信プロトコルを用いることができる。
【００５０】
　モバイルＵＥ５０１は、メモリ５０４及びトランシーバ５０５に結合されるプロセッサ
５０３を含む。メモリ５０４は、プロセッサ５０３による実行のためのアプリケーション
５０６（ソフトウェアなど）をストアする。こういったアプリケーションは、個人又は組
織に有用な任意の既知の又は将来のアプリケーションを含み得る。これらのアプリケーシ
ョンは、オペレーティングシステム（ＯＳ）、デバイスドライバ、データベース、マルチ
メディアツール、プレゼンテーションツール、インターネットブラウザ、イーメーラー、
ＶＯＩＰ（voice-over-Internet Protocol）ツール、ファイルブラウザ、ファイアウォー
ル、インスタントメッセージング、金融ツール、ゲーム、ワードプロセッサ、又はその他
のカテゴリーとして分類され得る。アプリケーションの正確な性質に関わらず、アプリケ
ーションの少なくとも幾つかは、トランシーバ５０５を介して周期的に又は継続的にＵＬ
信号をｅＮＢ（基地局）５０２に送信するよう、モバイルＵＥ５０１に指示し得る。
【００５１】
　トランシーバ５０５はアップリンクロジックを含み、アップリンクロジックは、トラン
シーバのオペレーションを制御する命令の実行によって実装され得る。これらの命令の幾
つかは、メモリ５０４にストアされ得、プロセッサ５０３により必要とされるとき実行さ
れ得る。アップリンクロジックの構成要素は、トランシーバ５０５の物理（ＰＨＹ）層及
び／又は媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層に関与し得る。トランシーバ５０５は、一つ又は
複数のレシーバ５０７、及び一つ又は複数のトランスミッタ５０８を含む。
【００５２】
　プロセッサ５０３は、データを種々の入力／出力デバイス５０９へ送信又はそれらから
受信し得る。加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カードが、セルラーシステムを介してコー
ルするために用いられる情報をストア及びリトリーブする。ブルートゥースベースバンド
ユニットが、音声データを受信及び送信するためマイクロフォン及びヘッドセットへのワ
イヤレス接続のために提供され得る。プロセッサ５０３は、コールプロセスの間モバイル
ＵＥ５０１のユーザとの相互作用のため情報をディスプレイユニットに送り得る。ディス
プレイはまた、ネットワークから、ローカルカメラから、又はＵＳＢ（universal serial
 bus）コネクタなどの他のソースから受信した画像を表示し得る。プロセッサ５０３はま
た、ＲＦトランシーバ５０５又はカメラを介するセルラーネットワークなどの、種々のソ
ースから受信したビデオストリームをディスプレイに送り得る。
【００５３】
　音声データ又はその他のアプリケーションデータの伝送及び受信の間、トランスミッタ
５０８は、そのサービングｅＮＢと非同期であり得るか又は非同期となり得る。この場合
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、トランスミッタは、ランダムアクセス信号を送る。この手順の一部として、トランスミ
ッタは、サービングｅＮＢによって提供される電力閾値値を用いることにより、メッセー
ジと称される、次のデータ伝送のための好ましいサイズを判定する。この実施例において
、メッセージに好ましいサイズ判定が、メモリ５０４にストアされた命令をプロセッサ５
０３により実行することにより具現化され得る。他の例において、メッセージサイズ判定
は、別個のプロセッサ又は／メモリユニットにより、ハードワイヤード状態機械により、
又は他の種類の制御ロジックにより、具現化され得る。
【００５４】
　一実施例において、ＵＥ５０１は、基地局５０２から干渉パラメータを受信する。プロ
セッサ５０３は、レシーバ５０７で受信した干渉信号を識別及び抑制するために干渉パラ
メータを用いる。
【００５５】
　ｅＮＢ５０２は、バックプレーンバス５１４を介して、メモリ５１１、記号処理回路要
素５１２、及びトランシーバ５１３に結合されるプロセッサ５１０を含む。メモリは、プ
ロセッサ５１０による実行のためのアプリケーション５１５をストアする。こういったア
プリケーションは、ワイヤレス通信を管理するために有用な任意の既知の又は将来のアプ
リケーションを含み得る。アプリケーション５１５の少なくともの幾つかは、モバイルＵ
Ｅ５０１への又はモバイルＵＥ５０１からの伝送を管理するようｅＮＢ５０２に指示し得
る。
【００５６】
　トランシーバ５１３はアップリンクリソースマネジャーを含み、アップリンクリソース
マネジャーは、ｅＮＢ５０２が、アップリンクの物理アップリンク共用チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ）リソースをモバイルＵＥ５０１に選択的に割り当てることを可能にする。アップリ
ンクリソースマネジャーの構成要素は、トランシーバ５１３の物理（ＰＨＹ）層及び／又
は媒体アクセス制御（ＭＡＣ）層に関与し得る。トランシーバ５１３は、ｅＮＢ５０２の
範囲内の種々のＵＥから伝送を受信するための少なくとも一つのレシーバ５１７、及び、
ｅＮＢ５０２の範囲内の種々のＵＥにデータ及び制御情報を送信するための少なくとも一
つのトランスミッタ５１６を含む。
【００５７】
　アップリンクリソースマネジャーは、トランシーバ５１３のオペレーションを制御する
命令を実行する。これらの命令の幾つかが、メモリ５１１に配置され得、プロセッサ５１
０上で必要とされるとき実行され得る。リソースマネジャーは、ｅＮＢ５０２により受け
持たれる各ＵＥ５０１に割り当てられる伝送リソースを制御し、ＰＤＣＣＨを介して制御
情報をブロードキャストする。ＵＥ５０１は、ｅＮＢ５０２からＴＴＤ　ＵＬ／ＤＬ構成
命令を受信し得る。
【００５８】
　記号処理回路要素５１２は、既知の手法を用いて復調を実施する。ランダムアクセス信
号が記号処理回路要素５１２において復調される。音声データ又はその他のアプリケーシ
ョンデータの伝送及び受信の間、レシーバ５１７は、ＵＥ５０１からランダムアクセス信
号を受信し得る。ランダムアクセス信号は、ＵＥ５０１にとって好ましいメッセージサイ
ズを要求するためにエンコードされる。ＵＥ５０１は、ｅＮＢ５０２により提供されるメ
ッセージ閾値を用いることによって、好ましいメッセージサイズを決定する。
【００５９】
　本発明の特許請求の範囲内で、説明した例示の実施例に変形が成され得、多くの他の実
施例が可能である。
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